
平成 20 年度前期「教育実践フィールド研究」（2008 年 5 月 21 日） 梅津講義レジュメ

授業力を培う校内研修のあり方
－ワークショップを通して－

梅津 正美（鳴門教育大学）

Ⅰ．教員の研修・評価のための基本枠組み

目指す教員の資質・能力
教育の専門家として

の確かな力量

教職に対する情熱 ・学習指導力 ・子ども理解、生

徒指導 ・学級経営

総合的な人間力

・豊かな人間性や社会性

・人間関係調整能力

・コミュニケーション能力

外部環境分析 課題の明確化 内部環境分析
・保護者、児童、生 ・研修への主体的参加 ・研修生の課題・管理職

徒からの教員へのニ →自ら学び続ける教員の育成 による課題

ーズ ・教員のライフステージにより４期による

研修が必要な面 研修目標の明確化 研修が必要な面

・初年者、５年次、１０年経験

者研修、リーダーシップ養成 研修の基本方針 ・１０年経験者研修における所属

における「授業力」のスタン ・豊かな心を育み、生涯にわたる「学び」を実 校校長の事後評価

ダード 現する教育力をもつ教員の育成 ・管理指導主事による学級視察の

○スタンダードと研修内容の連動 ・教育実践力の評価指標とそれにもとづく作業 視点：教室環境→授業における

○研修で育成できる内容かの確認 課題の明確化 学習者との応答→学習者の教師

への信頼→学習者の掌握

研修計画 PLAN 研修実施 DO 研修評価 CECK 改善 ACTION

・評価基準に照らし、 ・研修計画にもとづ 研修評価の方法： ・誰が行うか？

研修内容と研修方法 き研修を実施 ・研修生による自己評価 →外部者を取り入れる

の見直し ・作業課題の明確化 →研修評価のみならず自己課 か？

→必修と選択の区別 （○○力を培うには， 題の明確化、省察する教員

講義、ワークショップ ～ができるようにな 育成のために 〈徳島県内の大学と

等の研修方法 る。） ・管理職による評価 徳島県教育委員会と

OJT を促す課題内容 ・「為すことにより学 →評価観点の明確化と信頼性 の連携に関する専門

ぶ」→事例研究，ワ 、簡便性 部 会 （ 大 学 と の 連

ークショップ 評価の分析、報告 携）〉

・研修機関との連携 →誰が、どのように、どこへ

（出所：鳴門教育大学教員研修評価・改善システム開発プロジェクト（主査：梅澤 実）作成）



「授業実践力評価スタンダード（鳴門スタンダード）」

１．評価項目

授業実践力 評価項目

Ⅰ 授業構想力 １．学習者の把握 １）学習者の実態把握 １

２）学習への構え・ルールづくり ２

２．目標の分類と設定 ３

３．授業構成 １）教育内容の構成 ４

２）教材の選択・構成 ５

３）授業過程の組織 ６

４）学習法・学習形態の選択・構成 ７

４．単元計画 １）単元（授業）計画の作成 ８
（授業計画）

２）学習指導案の作成 ９

３）学習評価計画の作成 10

Ⅱ 授業展開力 １．基礎的・基本的な授業態度（音声・表情・所作等） 11

２．教授活動の構成 １）個や集団への配慮 12

と展開 ２）説明 13

３）助言・指示 14

４）板書 15

５）教材・教具の活用 16

６）演技・表現性 17

３．学習活動の喚起 １）授業の流れや分節化への考慮 18

と促進 ２）発問 19

３）子どもの発言・行為への対応 20

４）学習環境の構成とマネジメント 21

５）学習活動への即時的対応 22

４．学習活動に対する １）形成的評価 23

評価 ２）机間巡視 24

３）学習評価法の工夫 25

Ⅲ 授業評価力 自己の教育・社会観，教育目標，授業構成論，指導法に対する省察 26
・評価と授業改善

２．段階内容

第１段階 第２段階 第3段階

学部３年コア科目「初等中等教 学部卒業時（初任者研修開始 学部卒業以降，１０年経験者
科教育実践Ⅲ」終了時（教育実 時まで）に到達していること 研修時までにその形成を期待
習開始時まで）に到達している を求める実践力の段階 する実践力の段階
ことを求める実践力の段階



「授業構想力評価スタンダード（社会科）」

観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

Ａ．授業構想力

１．学習者の

把握

１）学習者の 学習者の社会科の既習内容を 個々の学習者の実態（学習意欲， ・クラス全体や個々の学習者

実態把握 理解し、それを授業づくりに リーダーシップ，理解度、興味 に適した学習方法や教材を

活かそうとしている。 ・関心，社会認識の傾向や社会 考慮し，授業構成の検討に

意識の発達段階など）を把握し， 活かしている。

指導上配慮することを留意事項 ・学習者が生活する地域社会

として具体的に挙げている。 の特色，地域の抱えている

問題点などを把握し，授業

構成に活かしている。

２）学習への構 授業前や途中に、学習者に, 学習を効果的に展開するための クラスの特性や個への配慮事

え・ルールづ 学習への構えや学習に取り組 構えやルールを、学習者に納得 項が、学習のルールづくりに

くり む姿勢をつくるための適切や させ理解させて、クラス全体に 活かされている。

指示・助言を与えている。 定着させている。

２．目標の分類 目標を，「関心・意欲・態度」， 目標を社会の見方・考え方の形 目標を社会の見方・考え方の

と設定 「思考・判断」，「技能・表現」， 成という観点から捉え，授業構 形成という観点から捉え，教

「知識・理解」の各観点から 成の過程と授業展開の実際を通 師の授業評価と学習者の自己

捉えて設定している。 じて検証でき，授業構成の妥当 評価の判定基準として活用で

性を検証したり学習者の評価が きるように段階的に設定して

可能なように設定している。 いる。

３．授業構成

１）教育内容 学習指導要領や教科書の分析 教育内容を，直接の学習対象以 教育内容を，知識内容として

の構成 を通して教科の内容編成をつ 外の社会事象への応用・転移を だけではなく，知識習得の方

かみ，単元や主題についての 考慮して，概念・法則・理論の 法・技能もふくめて総合的に

教育内容を知識として整理し レベルで捉え構成している。 捉え，相互に関連づけて構成

ている。 している。

２）教材の選択 教育内容を反映し，学習者に 問題を発見したり，仮説の検 学習者に多様な見方や考え

・構成 とって具体性のある教材を選 証や主張の根拠づけに活用で 方が生まれ，多面的な学習

択し構成している。 きるリアリティある教材を選 活動へ展開できる教材を選

択し構成している。 択し構成している。

３）授業過程の ・導入・展開・終結の流れがあ ・事実から解釈・理論を発見・ ・学習者が社会事象から問題

組織 る授業過程を組織している。 探求していく方向へ，あるい を発見・設定し，資料を活

は解釈・理論を活用して事実 用しながら集団で思考し問

を説明する方向へと授業過程 題解決していく授業過程を

を組織している。 組織している。

・教育内容の習得にむけて，問 ・授業全体を貫く主発問と補助 ・教育内容や教材の特質，学

いの順序性を考慮している。 発問を区別し，それらを系列 習者の実態に即して，主体

化して構成している。 的な探求活動を促すように

・学習者の答えを想定し，複数 問いの表現や学習の段階を

の授業過程を用意している。 工夫している。



観点 段階 段 階 １ 段 階 ２ 段 階 ３

４）学習法の選 授業の目標・内容に照らして, 授業の目標・内容との結びつき 授業の目標・内容との結び

択・組織 中心となる学習法・学習形態 とともに、学習者の学習意欲の つきとともに、学習者の特

を選択し展開している。 喚起を考慮して、学習法と学習 性やニーズをふまえて、学

形態の効果的な組 み合わせを 習法と学習形態の選択に多

考えている。 様性と柔軟性がある。

４．授業計画

１）単元計画の 学習の順次性を考慮して，主 目標と結びつけて，単元の各 学習問題に対する学習者の

作成 題と時間数を割振っている。 主題，指導過程，時間配分の 多様な追求過程を考慮し，

関係性を明示している。 複線化した単元計画を構想

している。

２）学習指導案 学習指導案の一般的な形式項 教授・学習活動，教育内容， 社会の見方・考え方の形成

の作成 目を理解し，授業の流れをイ 資料・教材を区分して記述す に向けて，複線化する学習

メージできるように表現する るとともに，社会の見方・考 者の思考展開や学習活動に

ことができる。 え方の形成という目標との関 合わせて学習指導案の形式

わりがわかるように授業過程 を選択するとともに，授業

を示し記述できている。 過程の意図を合理的に説明

できている。

３）学習評価計 「関心・意欲・態度」，「思考 授業目標，授業構成，授業展 ・学習者が取り組む学習問題

画の作成 ・判断」，「技能・表現」，「知 開の実際との一貫性のある具 や学習活動に即して，診断

識・理解」の各観点ごとに， 体的な評価項目と評価活動・ 的評価（指導前の評価），

評価活動を計画している。 方法を計画し明示している。 形成的評価（指導過程での

評価），総括的評価（単元

終了時のまとめの評価），

学習者の自己評価などの評

価活動を適切に選択し計画

している。

・評価のための多様な手立て

を工夫している（発言，カ

ルテ，プリント，ノート，

作品，ペーパーテスト等）。


